
1 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
化
に

向
け
た
設
立
総
会
が 

行
わ
れ
る
！ 

 

去
る
１１
月
１８
日
、
国
分
寺
市

立
い
ず
み
ホ
ー
ル
に
て
、『
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
共
同
保
存
図
書
館
・
多
摩
』

の
設
立
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
、
２４
名
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
設
立
総
会
は
無
事
に

終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

設
立
総
会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
が
、

法
人
化
に
向
け
必
ず
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
設
立
趣
旨
書
、
定
款
、
役
員
、

事
業
計
画
や
予
算
な
ど
基
本
的
な

事
項
を
審
議
し
決
定
す
る
も
の
で

す
。
具
体
的
に
は
次
の
各
議
案
が

審
議
さ
れ
、
こ
こ
で
決
定
さ
れ
た

内
容
を
も
っ
て
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
設
立
認
証
申
請
を
東
京
都

に
行
い
ま
す
。 

 第
一
号
議
案 
議
長
の
選
任 

第
二
号
議
案 

法
人
の
設
立
に
つ

い
て
（
設
立
趣
旨
書
の
確
認
） 

第
三
号
議
案 

法
人
の
定
款
に
つ

い
て 

第
四
号
議
案 

設
立
当
初
の
役
員

に
つ
い
て 

第
五
号
議
案 

設
立
当
初
の
資
産

に
つ
い
て 

第
六
号
議
案 

事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
に
つ
い
て 

第
七
号
議
案 

設
立
当
初
の
会
費

に
つ
い
て 

第
八
号
議
案 

確
認
書
の
確
認

（
暴
力
団
等
で
は
な
い
こ
と
、
宗

教
活
動
や
政
治
活
動
を
主
目
的
と

し
な
い
こ
と
な
ど
の
確
認
）
に
つ

い
て 

第
九
号
議
案 

法
人
設
立
認
証
申

請
（
設
立
代
表
者
や
役
員
就
任
承

諾
書
の
提
出
等
）
に
つ
い
て 

 

当
日
に
、
議
論
と
な
っ
た
点
は

第
三
号
議
案
の
定
款
に
関
す
る
こ

と
で
、
総
会
時
に
お
け
る
委
任
状

に
つ
い
て
明
記
す
る
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
以
外
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

特
に
異
論
は
出
ず
満
場
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、法
人
の
役
員
に
つ
い
て
、

今
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図
書

館
・
多
摩
」
の
理
事
メ
ン
バ
ー
が

全
員
就
任
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

理
事
長
に
座
間
直
壮
氏
、
副
理
事

長
に
は
平
山
恵
三
氏
が
選
出
さ
れ

て
い
ま
す
。 

こ
の
設
立
総
会
を
受
け
て
、
１２

月
１４
日
に
東
京
都
へ
の
申
請
書

を
郵
送
で
提
出
し
、
１７
日
に
受
理

さ
れ
ま
し
た
。
申
請
を
受
け
て
東

京
都
で
の
審
査
が
始
ま
り
、
明
年

４
月
に
は
認
証
決
定
さ
れ
る
見
込

み
で
、
法
務
局
に
て
法
人
設
立
登

記
後
、
正
式
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共

同
保
存
図
書
館
・
多
摩
」
が
成
立

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

法
人
化
は
、
責
任
あ
る
事
業
体

と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
不
可

欠
な
こ
と
で
あ
り
、
将
来
、
自
治

体
か
ら
保
存
図
書
の
管
理
・
運
営

を
任
さ
れ
る
た
め
に
も
必
要
な
通

過
点
と
な
り
ま
す
。 

正
式
に
法
人
が
成
立
い
た
し
ま

し
た
ら
正
会
員
（
社
員
）・
賛
助
会

員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
そ
の
折

に
は
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

多
摩
デ
ポ
通
信 

第 

５ 

号 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図
書
館
・多
摩 

 

調
布
市
深
大
寺
北
町
一
―
三
一
―
一

八 ２
０
０
７
年
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月
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日
発
行 
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全
国
図
書
館
大
会 

 
第
13
分
科
会 

資
料
保
存 

テ
ー
マ
「
地
域
で
資
料
を
ど
う
残

す
か
」 

 
10
月
30
日 

東
京 

 

事
例
報
告
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図

書
館
・
多
摩
の
活
動
に
つ
い
て
」 

報
告
者 

田
中
ヒ
ロ 

（
理
事
・
事
務
局
） 

  

共
同
保
存
図
書
館
が
こ
の
分
科

会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
二
回

目
で
す
。
二
〇
〇
三
年
の
静
岡
大

会
で
、「
多
摩
む
す
び
」
か
ら
事
務

局
の
吉
田
光
美
さ
ん
が
報
告
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
五
年
、
任
意

団
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
あ
る
が
、
百

四
十
名
近
く
の
会
員
を
迎
え
る
ま

で
に
な
っ
た
「
多
摩
デ
ポ
」
の
経

過
と
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。 

 

東
京
都
市
長
会
が
広
域
連
携
の

一
例
と
し
て
図
書
館
資
料
の
共
同

保
存
を
提
案
し
、
東
京
都
市
町
村

立
図
書
館
長
協
議
会
が
「
共
同
利

用
図
書
館
」
に
つ
い
て
調
査
研
究

に
取
り
組
む
と
い
う
新
し
い
動
き

の
中
で
、「
多
摩
デ
ポ
」
の
活
動
も

新
た
な
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
都
立
図
書
館
の
大
量
除
籍

の
反
対
運
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
の
図
書
館
の
資
料
保
存
・
廃
棄

問
題
に
具
体
的
な
対
応
を
模
索
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
話
し
た
い

こ
と
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。 

原
稿
も
書
い
て
行
っ
た
の
に
つ

い
思
い
が
あ
ふ
れ
、
都
立
問
題
や

「
５
万
冊
」
の
こ
と
な
ど
あ
ち
こ

ち
に
話
が
飛
ん
で
、
ま
と
め
き
れ

な
い
ま
ま
時
間
オ
ー
バ
ー
、
質
問

を
受
け
る
時
間
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。（
反
省
！
） 

 

そ
の
他
の
報
告
は
「
地
域
資
料

に
関
す
る
全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

報
告
」（
松
本
市
文
書
館 

小
松
芳

郎
氏
）「
県
域
で
の
資
料
保
存
の
試

み
」（
埼
玉
県
図
書
館
協
会
資
料
保

存
委
員
会 

鳥
海
睦
美
氏
）「
市
民

活
動
資
料
・
情
報
セ
ン
タ
ー
を
つ

く
る
会
の
発
足
と
活
動
」
（
同
会 

山
家
利
子
氏
）
で
、
図
書
館
大
会

で
は
珍
し
く
市
民
の
動
き
が
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
会
で
し
た
。 

 

ま
た
、
午
前
中
に
は
資
料
保
存

委
員
会
委
員
長
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー

「
資
料
保
存
を
め
ぐ
る
こ
の
一

年
」
が
あ
り
、
昨
年
１０
月
か
ら
一

年
間
の
日
本
図
書
館
協
会
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
か
ら
、
資
料
保
存
に
関

わ
る
記
事
を
拾
い
出
し
て
一
覧
表

に
し
た
資
料
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

全
部
で
一
〇
一
件
あ
り
、
そ
の
う

ち「
多
摩
デ
ポ
」の
記
事
が
六
件
、

名
前
は
出
て
い
な
い
け
れ
ど
も
関

わ
り
あ
る
も
の
を
含
め
る
と
七
件

あ
り
ま
し
た
。
小
さ
な
団
体
で
は

あ
る
け
れ
ど
も
、
資
料
の
共
同
保

存
に
関
す
る
大
き
な
情
報
を
全
国

に
向
け
て
発
信
し
て
き
た
の
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

  

 

    

 

        

認
証
申
請
あ
れ
こ
れ 

認
証
申
請
前
に
都
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

係
に
事
前
相
談
に
い
き
ま
し
た
。
最

初
は
任
意
団
体
と
し
て
発
足
す
る
よ

り
前
の
こ
と
で
す
。
「
図
書
館
の
た

め
」
の
活
動
は
「
特
定
の
団
体
の
た

め
の
活
動
」
に
な
る
、「
市
民
の
た
め
」

で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
指
摘
に

び
っ
く
り
。
公
立
図
書
館
の
た
め
＝

市
民
の
た
め
と
い
う
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

法
解
釈
の
上
で
は
常
識
で
は
な
い
と

知
り
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
状
態
で
し
た
。

直
近
の
相
談
で
も
、
二
名
の
担
当
者

か
ら
特
定
非
営
利
活
動
で
あ
る
こ
と

の
確
認
（
特
に
目
的
と
事
業
の
種
類
）

や
運
営
手
続
き
が
法
律
に
基
づ
い
て

い
る
か
、
形
式
的
な
不
備
が
無
い
か

の
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
法
人
に
な
る
こ
と
に
は
責
任
が

伴
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。 

江
森
・
田
中
・
吉
田 
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「
平
成
19
年
度 

関
東
地
区
公

共
図
書
館
協
議
会 

市
区
町
村

立
図
書
館
運
営
研
究
会
」  

 

に
参
加
し
て 

 
 
 

報
告
者 

座
間 

直
壯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
理
事
長
）  

 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会
は
「
図

書
館
は
記
憶
す
る
―
未
来
へ
の
資

源
共
有
に
向
け
て
―
」
を
テ
ー
マ

に
、
10
月
18
日
～
19
日
山
梨
県

甲
府
市
内
の
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲

府
で
約
百
二
十
名
の
参
加
者
を
集

め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

資
料
保
存
や
資
源
の
共
有
な
ど

が
テ
ー
マ
と
い
う
こ
と
で
、「
共
同

保
存
図
書
館
構
想
」
を
か
か
げ
て

活
動
を
し
て
い
る
団
体
と
し
て
、

事
例
発
表
の
依
頼
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

私
た
ち
に
と
っ
て
は
事
例
と
い

う
こ
と
よ
り
共
同
保
存
の
思
想
を

広
く
図
書
館
界
に
知
っ
て
い
た
だ

く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
受
け
止
め
、 

 

引
き
受
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

研
究
会
の
内
容
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
し
た
。 

①
基
調
講
演
は
「
資
料
保
存
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か 

―
利
用
の

た
め
の
資
料
保
存
― 

」
を
テ
ー
マ

に
郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
教

授
の
二
宮
嘉
須
彦
氏
が
資
料
（紙
・

フ
ィ
ル
ム
・
デ
ジ
タ
ル
な
ど
様
々
な

メ
デ
ィ
ア
）
の
劣
化
や
保
存
性
、
耐

久
性
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。 

②
事
例
発
表
と
し
て
「
多
摩
の
共

同
保
存
図
書
館
構
想
」
に
つ
い
て
の

私
の
発
表
と
、
「神
奈
川
県
立
川
崎

図
書
館
に
お
け
る
科
学
技
術
系
外

国
語
雑
誌
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
の
活
動
事
例
に
つ
い
て
、

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館
科
学
技

術
文
献
課
長
の
齋
藤
久
実
子
氏
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

③
研
究
協
議
と
し
て
「
地
域
の
図

書
館
は
何
を
伝
え
て
い
く
か
」
を
テ

ー
マ
に
県
立
塩
山
高
等
学
校
の
福

岡
哲
司
校
長
、
身
延
町
立
図
書
館

の
保
科
貴
子
司
書
を
加
え
て
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
研
究
会
の
趣
旨
は
、
「図

書
館
は
地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て

人
々
の
知
的
生
産
物
を
蓄
積
・
整

理
し
、
社
会
の
共
有
財
産
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
年
月
の
積
み
重
ね
で
築

か
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
貴

重
な
知
的
資
源
を
後
世
に
継
承
し
、

将
来
に
向
け
て
提
供
す
る
こ
と
を

担
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
役
割
は
必
ず
し
も
社
会
全
体
に

認
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
増 

加
す
る
資
料
の
収
蔵
場
所
の
確
保

や
、
収
集
・蓄
積
し
た
蔵
書
の
維
持

が
困
難
な
状
況
も
見
ら
れ
る
。
こ

の
研
究
会
で
は
、
資
料
の
保
存
に
つ

い
て
考
え
方
を
確
認
し
、
連
携
・
協

力
し
て
共
同
で
行
う
資
料
保
存
に

つ
い
て
、
そ
の
可
能
性
を
研
究
・
協

議
す
る
。
（抜
粋
）」と
あ
り
ま
す
。 

 

 

私
は
、
こ
の
趣
旨
を
受
け
て
各
図

書
館
で
収
容
し
き
れ
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
所
蔵
資
料
の
現
状
を
ど

の
様
に
打
開
す
る
か
、
ま
た
、
図
書

館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
の
中
で

第
一
線
図
書
館
と
二
線
図
書
館
の

役
割
分
担
を
明
確
化
さ
せ
、
資
料

保
存
の
基
本
的
な
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
い
て
、
多
摩
地
区
の
図
書
館
の

歴
史
に
触
れ
な
が
ら
説
明
を
し
、

「Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図
書
館
・多
摩
」 

の
発
足
経
過
や
こ
れ
ま
で
の
活
動
、

そ
し
て
多
摩
の
図
書
館
長
協
議
会

の
動
き
や
東
京
都
市
長
会
の
広
域

連
携
の
提
言
に
お
け
る
図
書
館
資

料
の
共
同
保
存
構
想
の
内
容
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
目
指
す
共
同
保
存
図

書
館
は
未
だ
構
想
の
段
階
な
の
で

具
体
的
な
話
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
図
書
館
の
資
料
保
存
の
重

要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
集
会
や
市

長
会
の
支
援
を
受
け
て
多
摩
の
図

書
館
長
協
議
会
が
多
摩
地
区
の
図



4 

書
館
調
査
を
開
始
し
た
内
容
な
ど

徐
々
に
で
は
あ
る
が
少
し
ず
つ
前

進
し
て
い
る
様
子
は
理
解
し
て
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。 

２
日
間
を
と
お
し
て
各
図
書
館

が
抱
え
る
資
料
保
存
問
題
の
大
き

さ
を
改
め
て
掴
み
取
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
有
意
義
な
研
究
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感

謝
い
た
し
ま
す
。  

 

 ☆
文
献
案
内
★ 

●
出
版
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
０
７
年
１１
月
中
旬
号 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図
書
館
・
多

摩
の
新
た
な
展
開
」
田
中
ヒ
ロ 

 

●
ず
・
ぼ
ん
１３
号 

 

２
０
０
７
年
１１
月
発
行 

「共
同
保
存
の
意
義
を
考
え
る
」 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図
書
館
・多
摩 

一
年
の
歩
み
＝
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の 

記
録 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
共
同

保
存
図
書
館 

 

 
 
 
 
 
 
 

加
藤 

裕
史 

 
 
 
 
 
 

（
立
川
市
図
書
館
） 

 

９
月
２
日
～
１２
日
ま
で
図
書

館
計
画
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の｢

フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
図
書
館
に
学
ぶ

旅｣

に
参
加
し
て
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

南
西
部
（
エ
ス
ポ
ー
市
・
タ
ン
ペ

レ
市
・
ヴ
ァ
ー
サ
市
等
）
を
中
心

に
公
共
図
書
館
の
見
学
を
し
て
来

ま
し
た
。
行
く
直
前
の
「
多
摩
デ

ポ
」
の
事
務
局
会
議
で
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
に
も
保
存
図
書
館
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
旅
行
の
団

長
に
聞
い
て
訪
れ
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
場
所
が
ヘ
ル
シ
ン
キ
郊
外

に
あ
る
と
の
こ
と
で
、
訪
れ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
図
書
館

見
学
初
日
に
教
育
省
か
ら
の
話
が

あ
り
、
そ
こ
で
保
存
を
ど
の
よ
う

に
や
っ
て
い
る
の
か
を
聞
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

 

ク
オ
ピ
オ
に
「
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｎ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ 

Ｄ
ｅ
ｐ
ｏ
ｓ
ｉ

ｔ
ｏ
ｒ
ｙ 

Ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
ｒ
ｙ
」

（
国
立
保
存
図
書
館
）
が
あ
り
ま

す
。
全
国
の
図
書
館
を
対
象
と
し

た
稀
用
図
書
の
共
同
保
存
図
書
館

で
、
国
立
保
存
図
書
館
法
に
よ
り

教
育
省
管
轄
の
国
立
機
関
と
し
て

１
９
８
９
年
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
面
積
３
０
０
０
㎡
・
棚
延
長

３０
㎞
・
職
員
２１
名
で
、
図
書
２

６
万
５
０
０
０
冊
・
雑
誌
１
万
２

０
０
０
種
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

仕
組
み
は
、
公
共
図
書
館
か
ら
の

除
籍
資
料
だ
け
で
は
な
く
、
大
学

図
書
館
か
ら
の
除
籍
資
料
も
受
け

入
れ
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
全
て
受
け
入
れ
す
る
の
で

は
な
く
て
、
各
図
書
館
か
ら
送
ら

れ
た
資
料
を
職
員
が
毎
週
選
書
会

議
を
行
っ
て
受
け
入
れ
る
と
の
こ

と
で
す
。 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
公
共
図
書
館

は
大
き
い
図
書
館
が
多
く
、
ラ
ハ

テ
ィ
市
立
図
書
館
で
保
存
書
庫
を

見
学
し
て
き
ま
し
た
。
話
を
聞
く

と
、
古
い
資
料
は
今
は
ほ
と
ん
ど

を
ク
オ
ピ
オ
の
図
書
館
に
送
っ
て

し
ま
う
と
の
こ
と
で
し
た
。
古
く

な
っ
た
資
料
で
ク
オ
ピ
オ
に
送
ら

な
い
と
い
う
資
料
は
、
ど
の
館
で

も
カ
ウ
ン
タ
ー
近
く
で
市
民
に
安

く
販
売
し
て
い
ま
し
た
。 

私
は
、
国
が
共
同
保
存
図
書
館

を
持
っ
て
公
共
・
大
学
図
書
館
の

資
料
を
保
存
し
て
い
く
仕
組
み
の

凄
さ
に
、
日
本
と
は
大
き
な
違
い

を
感
じ
ま
し
た
。｢

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共

同
保
存
図
書
館
・
多
摩｣

の
設
立
を

通
し
て
、
日
本
初
の
公
共
図
書
館

で
の
共
同
保
存
図
書
館
を
成
功
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 法
人
に
な
る
に
あ
た
っ
て
、 

<

多
摩
デ
ポ>

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
、
ロ
ゴ
、
使
い
続
け
た
い
パ

ン
フ
の
マ
ー
ク
な
ど
募
集
中 
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第
２２
回
山
梨
県
図
書
館
大
会 

か
ら
お
誘
い
を
受
け
ま
し
た 

 
 

平
山
惠
三 

（
副
理
事
長
） 

 

大
会
は
、
去
る
１１

月
３０

日

（
金
）
９
時
３０
分
か
ら
１６
時
２０

分
ま
で
、
山
梨
県
北
杜
市
の
北
杜

す
た
ま
森
の
図
書
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
県
内
図
書
館
関
係
者
の

多
い
大
会
で
し
た
が
、
利
用
者
の

飛
び
入
り
も
あ
り
、
参
加
は
一
八

三
名
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
午
前

中
は
記
念
講
演
が
あ
り
、
午
後
は

二
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、「
図

書
館
を
も
っ
と
身
近
に
―
い
ま
求

め
ら
れ
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と

は
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
、
「
活
用
を
促
す
利
用
教

育
」が
テ
ー
マ
の
報
告･

意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
お
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。 

私
が
、
開
催
地
の
北
杜
市
に
住

む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
と
、

北
杜
市
、
甲
府
市
、
山
梨
県
立
図

書
館
の
利
用
者
の
一
人
で
あ
っ
た

こ
と
の
ほ
か
に
、
私
が
多
摩
デ
ポ

に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
ま
し
た
こ
と
が
、
今
回

お
誘
い
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
も

の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

私
は
、
い
ま
か
ら
８
年
ほ
ど
前

に
、
山
梨
県
立
の
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
・
コ
ー
ナ
ー
で
い
た
だ
い
た
思

い
も
か
け
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス

（
佐
久
間
達
夫
校
訂
『
伊
能
忠
敬

測
量
日
記
』
全
７
巻
、
大
空
社
、

一
九
九
八
年
刊
行
、の
貸
出
）が
、

多
摩
中
央
（
当
時
）
信
用
金
庫
を

辞
め
て
フ
リ
ー
に
な
っ
て
か
ら
の

私
の
人
生
の
、
ま
た
は
ち
ょ
っ
ぴ

り
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
、
い
わ
ば
扉

を
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
貴

重
な
体
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ

と
は
、
会
場
で
も
一
言
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
私
は
、
全
国
の
た
ぶ
ん

百
五
十
く
ら
い
の
市
町
立
図
書
館

を
訪
ね
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
で
い

た
だ
け
る
、
地
域
資
料
に
つ
い
て

の
分
け
隔
て
の
な
い
、
一
生
懸
命

の
サ
ー
ビ
ス
に
か
ね
が
ね
感
謝
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
こ
と
に

も
ち
ょ
っ
と
触
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
は
、
事
前

の
打
ち
合
わ
せ
で
義
務
と
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
、
山
梨
県
の
図
書
館

へ
の
要
望
に
な
り
ま
し
た
。 

 

私
は
、
立
川
市
の
最
新
の
図
書

館
事
業
報
告
書
の
長
期
利
用
統
計

の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
公
共
図
書
館
は
大
人
の

利
用
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す

し
、
こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま
す
そ
う

な
る
と
思
い
ま
す
と
申
し
上
げ
、

大
人
の
図
書
館
へ
の
方
向
付
け
を

要
望
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
人

の
図
書
館
利
用
は
、
児
童
の
利
用

と
違
っ
て
、
き
わ
め
て
多
様
で
あ

ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
の
で
、
大
人

の
図
書
館
へ
の
対
策
は
、
何
を
お

い
て
も
先
ず
、
蔵
書
の
格
段
の
充

実
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
蔵

書
が
豊
富
に
な
れ
ば
利
用
も
ま
た

増
え
る
と
い
う
循
環
が
生
ま
れ
る

と
思
う
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
も
申

し
上
げ
ま
し
た
。 

 

転
居
先
で
そ
う
言
え
る
機
会
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
私
は
と
て
も

感
謝
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
す
る
多
摩
デ
ポ
に
お

力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
の
た
め

の
技
術
の
あ
る
方
、 

デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
ボ
ル
な
ど
の

絵
心
の
あ
る
方
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
者
も
引
き

続
き
、 

募
集
し
て
い
ま
す 
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保
存
対
象
外
資
料
を 

《
も
う
一
花
咲
か
せ
る
》 

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル 

 
 
 
 
 

木
谷 
真
貴 

 
 
 
 

（
武
蔵
野
市
図
書
交
流 

セ
ン
タ
ー
） 

 

都
立
図
書
館
除
籍
資
料
５
万
冊

の
分
別
作
業
か
ら
一
年
半
後
の
今

年
７
月
、
武
蔵
野
市
図
書
交
流
セ

ン
タ
ー
に
再
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

図
書
館
職
員
が
集
ま
り
、
４
～
７

門
の
再
整
理
作
業
と
各
図
書
館
に

よ
る
選
書
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

４
号
で
ご
報
告
し
ま
し
た
。 

保
存
対
象
外
資
料
の
活
用
は
当

セ
ン
タ
ー
に
任
さ
れ
ま
し
た
が
、

次
の
再
整
理
作
業
の
た
め
に
も
、

で
き
る
だ
け
早
く
書
架
を
空
け
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ

ー
で
は
、
寄
贈
資
料
を
使
っ
た
ブ

ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
（
会
場
は
武
蔵

野
市
立
中
央
図
書
館
前
広
場
・
本

は
無
料
で
提
供
し
、
会
場
で
児
童

福
祉
支
援
な
ど
の
募
金
活
動
を
行

う
）
を
過
去
に
四
回
実
施
し
、
約

１
万
冊
を
市
民
の
方
々
に
直
接
提

供
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
保
存
対

象
外
４
～
６
門
約
６
４
０
０
冊
も
、

10
月
後
半
の
土
日
、
四
日
間
の
ブ

ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
「
武
蔵
野
・
本

が
く
る
く
る
３
」
で
提
供
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。 

た
だ
し
当
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
は
寄
付
金
を
募
る
と

い
う
性
質
上
、
当
市
図
書
館
除
籍

資
料
リ
サ
イ
ク
ル
と
は
一
線
を
画

す
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

「
図
書
館
の
本
」
を
提
供
す
る
リ

サ
イ
ク
ル
は
初
め
て
で
す
。
さ
ら

に
都
立
資
料
に
は
バ
ー
コ
ー
ド
や

背
ラ
ベ
ル
に
加
え
磁
気
テ
ー
プ
も

付
い
て
い
ま
す
の
で
、
現
役
の
図

書
館
資
料
と
混
じ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル

の
生
じ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
と
て

も
気
を
使
い
ま
し
た
。
バ
ー
コ
ー

ド
を
隠
す
ラ
ベ
ル
と
磁
気
テ
ー
プ

が
本
の
中
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を

説
明
す
る
シ
ー
ル
を
パ
ソ
コ
ン
で

印
刷
し
、
す
べ
て
の
本
に
貼
り
ま

し
た
。
本
の
中
に
督
促
ハ
ガ
キ
な

ど
の
個
人
情
報
が
入
っ
て
い
な
い

か
、
ひ
ど
い
落
書
き
な
ど
が
な
い

か
を
一
冊
ず
つ
チ
ェ
ッ
ク
し
、
表

面
の
汚
れ
を
落
と
し
ま
し
た
。 

自
然
科
学
分
野
は
と
も
か
く
、

技
術
工
学
、
産
業
分
野
の
本
は
、

素
人
目
に
お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
れ

だ
け
持
ち
帰
ら
れ
る
か
不
安
は
あ

り
ま
し
た
が
、
お
客
様
の
目
に
触

れ
な
い
限
り
再
活
用
の
可
能
性
は

ゼ
ロ
で
す
か
ら
、
す
べ
て
を
提
供

す
る
よ
う
準
備
し
ま
し
た
。
都
立

三
図
書
館
と
多
摩
地
域
の
全
公
立

図
書
館
に
も
ポ
ス
タ
ー
を
お
送
り

し
ま
し
た
が
、
皆
様
の
お
目
に
は

留
ま
っ
た
で
し
ょ
う
か
？ 

二
週
目
の
土
曜
日
が
台
風
接
近

と
重
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

四
日
間
を
通
し
て
会
場
の
反
応
は

上
々
で
、
多
様
な
資
料
が
持
ち
帰

ら
れ
（
約
64
％
、
４
０
０
０
冊
近

く
）、募
金
も
７
万
８
４
１
８
円
集

ま
り
ま
し
た
。
会
場
か
ら
専
門
書

を
持
ち
帰
ら
れ
た
あ
る
法
人
理
事

か
ら
後
日
、
法
人
図
書
室
で
活
用

す
る
資
料
の
追
加
引
取
の
申
し
込

み
が
あ
る
な
ど
、
当
セ
ン
タ
ー
の

他
の
資
料
の
有
効
活
用
に
も
つ
な

が
り
ま
し
た
。 

１
月
に
は
２
回
目
の
再
整
理
作

業
（
３
門
）
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

３
門
の
保
存
対
象
外
資
料
も
来
年

度
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
広
く
提
供
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

長
い
道
の
り
を
た
ど
っ
て
き
た

本
た
ち
が
、
も
う
一
花
を
咲
か
せ

ま
す
！ 
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都
立
図
書
館
再
活
用
資
料 

 
仕
分
け
作
業
（
第
２
回
目
） 

 
 

へ
の
参
加
の
呼
び
か
け 

 

６
ペ
ー
ジ
に
木
谷
さ
ん
に
書
い 

て
い
た
だ
い
た
武
蔵
野
市
図
書
交

流
セ
ン
タ
ー
で
保
管
さ
れ
て
い
る

都
立
図
書
館
除
籍
図
書
＝
市
町
村

立
図
書
館
長
協
議
会
保
管
資
料
の
、

次
の
仕
分
け
作
業
が
、
館
長
協
議

会
共
同
利
用
図
書
館
検
討
委
員
会

か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

稀
少
図
書
の
共
同
利
用
と
除
外
図

書
の
武
蔵
野
市
移
管
に
む
け
た
２

回
目
の
仕
分
け
で
す
。 

作
業
日
は
１
月
１０
日
（
木
）
お

よ
び
１
月
２３
日
（
水
）
で
、
両
日

と
も
市
町
村
立
図
書
館
か
ら
出
張

参
加
す
る
図
書
館
員
と
の
共
同
作

業
と
な
り
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
い

た
だ
け
る
方
は
事
務
局
ま
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
（
電
話
０
９
０
―

９
３
８
５
―
５
７
２
３
）。ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
を
掛
け
る
こ
と
、
交

通
費
込
み
の
若
干
の
日
当
は
「
多

摩
デ
ポ
」
か
ら
支
給
で
き
ま
す
。

（
今
回
は
あ
ま
り
大
掛
か
り
な
規

模
の
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。） 

 ◎
第
１
日 

１
月
１０
日
（
木
） 

（
４
～
６
類
の
未
重
複
本
・
複
本

１
冊
本
の
箱
詰
め
） 

（
３
類
の
箱
開
け
） 

 
◎
第
２
日 

１
月
２３
日
（
水
） 

（
３
類
の
短
冊
挟
み
込
み
、
複
本

０
冊
本
へ
の
保
存
シ
ー
ル
貼
付
） 

 

場
所 

 

武
蔵
野
市
図
書
交
流
セ
ン
タ
ー 

武
蔵
野
市
桜
堤
一
―
七
―
二
五

（
旧
）
桜
堤
小
学
校
３
階 

電
話 

０
４
２
２
―
５
４
―
５
６
８
６ 

作
業
時
間 

 

９
時
３０
分
～
１６
時
３０
分 

 

多
摩
地
域
図
書
館
大
会 

第
二
回
ま
も
な
く
開
催
！ 

 

市
民
に
開
か
れ
る
公
立
図
書
館

の
研
究
と
交
流
の
場
に 

 
 

参
加
し
よ
う 

 
 
 
 

 

２
月
６
、
７
、
８
日
、
２
０
日
、

東
京
都
市
町
村
立
図
書
館
長
協
議

会
主
催
で
「
平
成
１９
年
度 

東
京

都
多
摩
地
域
公
立
図
書
館
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
に

「
要
項
」
か
ら
抜
粋
を
載
せ
ま
し

た
が
、参
加
対
象
に〈
図
書
館
員
、

市
民
〉
を
う
た
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
も
市
民
を
意
識
し
た
内
容
が
う

か
が
え
ま
す
。 

２
０
０
６
年
２
月
、
第
一
回
の

大
会
が
調
布
市
で
行
わ
れ
、
そ
の

第
四
分
科
会「
館
長
協
議
会
」で
、

「
多
摩
地
域
の
共
同
利
用
図
書
館

の
設
置
に
向
け
て
」
と
い
う
、
除

籍
資
料
再
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
提
案
が
発
表
さ
れ
た
も
の

で
す
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
市

長
会
の
補
助
も
受
け
て
、
民
間
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
が
実
現
に
向

け
た
調
査
を
し
て
い
る
現
状
に
あ

る
わ
け
で
す
。
今
回
の
図
書
館
大

会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
直
接
私
た

ち
の
課
題
に
関
わ
る
も
の
は
な
い

よ
う
で
す
が
。
主
催
者
の
呼
び
か

け
に
こ
た
え
、
ぜ
ひ
そ
れ
ぞ
れ
の

分
科
会
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

各
分
科
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
発

表
の
詳
細
な
ど
は
各
市
町
村
の
図

書
館
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 
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